
2 0 2 6 年（令和 8年） 8月 1 7 ・ 2 4 日（月曜日）	 文 教 ニ ュ ー ス 第 2 9 1 8 ・ 1 9 合併号 （第三種郵便物認可）	 2

名
古
屋
大
学
の
活
動
報
告

ア
ジ
ア
の
学
生
招
へ
い

〝
未
来
の
法
律
家
〞養
成
セ
ミ
ナ
ー

名
古
屋
大
学
の
法
学
研
究
科
と
法
政
国
際
教
育
協

力
研
究
セ
ン
タ
ー
は
今
年
２
月
に
、
タ
シ
ケ
ン
ト
国

立
法
科
大
学
（
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
）
、
モ
ン
ゴ
ル
国

立
大
学
（
モ
ン
ゴ
ル
）
、
ハ
ノ
イ
法
科
大
学
（
ベ
ト

ナ
ム
）
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
立
法
経
大
学
（
カ
ン
ボ
ジ

ア
）
の
法
学
部
か
ら
、
日
本
語
と
日
本
法
を
２
年
以

上
学
ん
だ
経
験
の
あ
る
学
部
３
年
生
、
合
計
20
名
を

招
へ
い
し
、
未
来
の
法
律
家
を
養
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
科
学
技
術
研
修
コ
ー
ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
ま
し
た
。

法
律
家
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
は
、
法
制
度
を
そ

の
目
的
や
歴
史
性
に
照
ら
し
て
批
判
的
に
評
価
す
る

能
力
で
す
。
こ
う
し
た
能
力
が
あ
っ
て
、
変
化
す
る

状
況
に
対
応
す
る
形
で
法
制
度
を
運
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
招
へ
い
学
生
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
義

や
演
習
の
ほ
か
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
社
会
見
学

を
と
お
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
法
制
度
を
比
較
し
、

自
国
の
制
度
か
ら
距
離
を
お
い
て
観
る
視
点
を
養
い

ま
し
た
。

■
講
義
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

刑
事
訴
訟
法
、
弁
護
士
業
務
の
現
場
、
民
事
訴
訟

法
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
講
義
や
演
習
を
行
い
ま
し
た
。

名
古
屋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
・
大
畑
助
教
に
よ

る
刑
法
の
講
義
で
は
、
明
治
以
来
、
日
本
の
刑
法
が

ど
の
よ
う
に
し
て
ド
イ
ツ
の
考
え
方
に
影
響
を
受
け

た
の
か
と
い
う
論
点
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の

う
え
で
、
日
本
特
有
の
刑
事
事
件
の
状
況
（
近
時
の

特
殊
詐
欺
事
件
や
警
察
官
の
職
務
怠
慢
に
よ
る
事

件
）
の
事
例
も
踏
ま
え
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
岐
阜
県
立
大
垣
東
高
校
の
生
徒
た
ち
と
交

流
す
る
機
会
も
設
け
、
教
材
を
用
い
て
、
各
国
の
婚

姻
制
度
、
と
り
わ
け
、
「
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る

と
婚
姻
で
き
な
い
の
か
」
と
い
う
問
題
を
議
論
し
ま

し
た
。
婚
姻
な
ど
家
族
制
度
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題

と
密
接
に
関
連
し
ま
す
。
参
加
者
が
相
互
に
議
論
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
共
通
点
と
相
違
点
を
認
識
し
、
多

様
性
を
学
習
し
ま
し
た
。

■
法
関
係
機
関
及
び
企
業
の
社
会
見
学

名
古
屋
地
方
裁
判
所
や
名
古
屋
刑
務
所
な
ど
、
法

が
実
際
に
運
用
さ
れ
て
い
る
現
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

職
員
か
ら
の
説
明
を
受
け
、
ど
の
よ
う
に
人
権
に
配

慮
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
法
が
運
営

さ
れ
て
い
る
の
か
を
学
習
し
ま
し
た
。

ま
た
、
２
つ
の
企
業
も
訪
問
し
ま
し
た
。
自
動
車

部
品
に
お
け
る
世
界
シ
ェ
ア
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
企
業
、

㈱
ソ
ミ
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
で

は
、
法
務
な
ど
の
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
を
担
う
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
事
業
内
容
に
つ
い
て

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
石
灰
岩
の
加

工
や
木
材
の
加
工
、
建
築
・
設
計
な
ど
で
、
日
本
の

み
な
ら
ず
ベ
ト
ナ
ム
で
も
事
業
展
開
し
、
多
国
籍
な

人
材
が
活
躍
す
る
矢
橋
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
で
は
、

従
業
員
の
生
活
面
も
含
め
た
多
様
性
の
在
り
方
を
学

習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
法
的
問
題
に
関
す
る
研
究
発
表

「
代
理
母
出
産
を
め
ぐ
る
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
法

的
空
白
の
問
題
」
「
モ
ン
ゴ
ル
民
法
に
お
け
る
遺
言

方
式
の
厳
格
性
と
そ
の
影
響
」
「
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け

る
虚
偽
広
告
に
関
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
（
Ｋ
Ｏ

Ｌ
）
の
民
事
責
任
」
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
法
律
に
よ
る

堕
胎
の
制
限
」
な
ど
、
20
人
の
招
へ
い
学
生
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
発
表
を
す
る
機
会
を
設
け
ま
し

た
。
発
表
に
は
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
生
、
学
部
生
、

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
501
回

＝
特
別
連
載
＝

松尾	陽
（名古屋大学
大学院法学研究科
日本法教育研究
センター長）
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法
曹
関
係
者
な
ど
を
含
め
１
０
３
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
者
が
発
表
者
に
質
問
を
投
げ
か
け
、
発
表

者
が
答
え
る
と
い
う
形
式
で
す
。
司
会
は
名
古
屋
大

学
の
大
学
院
生
が
行
い
ま
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
の
代
理
母
出
産
の
報
告
で
は
、
モ
ン
ゴ

ル
で
も
代
理
母
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
旨
の
情
況
お
よ
び

代
理
母
出
産
の
規
律
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
報

告
に
対
し
て
は
、
そ
も
そ
も
母
子
関
係
を
確
定
す
る

民
法
上
の
規
定
の
在
り
方
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

と
い
う
質
問
が
出
ま
し
た
。
（
日
本
で
は
、
出
生
に

よ
り
母
子
関
係
が
定
ま
る
の
で
、
代
理
し
た
母
が
法

律
上
の
母
と
な
り
、
卵
子
提
供
者
な
ど
、
生
物
学
上

の
要
素
は
決
定
的
な
要
素
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

相
互
の
法
律
上
の
規
定
の
違
い
に
つ
い
て
や
り
と

り
を
し
て
、
各
学
生
は
、
自
分
の
研
究
を
今
後
ど
の

よ
う
に
深
め
て
い
く
の
か
の
視
点
を
獲
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

■
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

招
へ
い
学
生
は
２
日
ほ
ど
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
体
験

し
ま
し
た
。
法
は
、
具
体
的
な
生
活
の
中
で
運
用
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
た
と
え
短
い
期
間
で
あ
っ
て
も
、

日
本
の
日
常
生
活
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
で
自
国
と

は
異
な
る
習
慣
を
体
験
し
、
家
族
の
会
話
の
中
か
ら
、

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
在
り
方
」
や
「
持
続
可
能
な
社
会

へ
の
取
り
組
み
」
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

■
今
後
の
展
望

今
年
９
月
よ
り
一
年
間
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者

か
ら
選
抜
さ
れ
た
学
生
を
名
古
屋
大
学
に
長
期
交
換

留
学
生
と
し
て
受
け
入
れ
ま
す
。
名
古
屋
大
学
法
学

部
生
と
と
も
に
日
本
語
で
日
本
法
の
授
業
を
履
修
し
、

さ
ら
に
多
く
の
時

間
を
か
け
日
本
人

学
生
や
他
の
受
け

入
れ
学
生
と
日
本

を
含
め
た
各
国
の

法
制
度
に
つ
い
て

学
び
、
相
互
理
解

を
深
め
て
い
き
ま

す
。
将
来
的
に
は
、

彼
ら
の
多
く
は
母

国
に
お
い
て
弁
護

士
、
大
学
教
員
、

官
僚
、
会
社
の
法

務
部
門
ス
タ
ッ
フ

と
な
る
人
材
で
す
。

（
名
古
屋
大
学
の

法
学
研
究
科
に
留

学
生
と
し
て
き
た

者
の
中
に
は
、
母

国
で
大
臣
、
外
交

官
、
最
高
裁
判
事

に
な
っ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
）
。
そ
の
よ
う

な
彼
ら
に
以
上
の

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
て
い

く
こ
と
は
、
「
ジ

ェ
ン
ダ
ー
多
様
性

と
持
続
可
能
な
社

会
の
融
合
」
の
育

成
に
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
彼

ら
は
日
本
に
対
し

て
も
大
き
な
学
び

の
機
会
を
与
え
て

く
れ
て
い
る
こ
と

も
確
か
で
す
。

ディスカッション。それぞれの国の法制度を比較し、自国の制度の問題点などを話し合った

プログラム修了証を手に記念撮影 学生フォーラム




